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基本表情成分の線形結合による表情表出訓練支援システムの開発 
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概要：近年，顔画像からの表情識別システムが盛んに開発されており，その識別精度も向上している．本研究では，

一つの表情が複数の表情の組み合わせによって形成されたものと捉え，特定の表情の識別と共に，当該表情を構成す
る 6 つの基本表情の割合を推定することで，演劇や障害者支援における表情表出訓練を実現するシステムを開発し
た．提案システムは，対象の顔画像から自動的に顔特徴点を抽出し，それらの特徴点と基本表情（驚き，恐怖，嫌悪，

怒り，幸福，悲しみ）をもつ 3D 顔モデルの特徴点との類似度を算出し，当該顔画像を構成する各表情の割合を推定
する．本研究では提案システムによる推定の精度を検証し，一部の表情ではよい精度での推定が得られることを確か

めた．  
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Abstract: Recently, the system which using the facial photo to identify the expression is very popular around the world. And the 

accuracy of this facial identification is getting better and better. In this research, we meant to combine a couple of emotion in one 

expression. In one facial expression, the percentage of the 6 basic expressions can be measured. With our system, the performer 

and some disable in facial expression can have training for their expressions. In our system we can get the special point of the 

face automatically. With the special point and the basic expression, the rate of similarity with the 3d facial model can be 

accurately calculated. Then the percentage of the basic expression in the image can be known. In the research, we would like to 

test and verify the accuracy. And a part of the accuracy of expressions have been confirmed. 
 
 

1.   背景     

	 近年，顔画像からの表情識別システムが盛んに開発され，

識別精度が向上してきたことで演劇・舞台役者や障害者向

け表情訓練支援システムの開発が進められている[1]．演

劇・舞台役者は，シナリオに沿った表情演技が必要で役者

の熟練度によっては表情筋を自由自在に動かせないため正

確に表情を表出することが困難であり，訓練時に適切な表

情が表出しているか他者による評価が必要になる[2]．また，

自閉症やダウン症などの知的障害者は表情の認知・表出能

力が全体的に低く，対人コミュニケーションに支障をきた

している[3]．訓練には表情カードや状況場面を提示・説明

を行う表情認知・表出訓練方法があるが，訓練内容によっ

ては複数の捉え方があり表情を適切に識別するのが困難で

ある[4]． 

	 本研究では一つの表情が複数の表情の組み合わせによっ

て形成されたものだと捉え，特定の表情の識別と共に，当

該表情を構成する 6つの基本表情の割合を推定することで，

演劇や障害者支援における表情表出訓練を実現するシステ

ムを開発した．この提案システムは，対象の顔画像から自
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動的に顔特徴点 (Landmark) を抽出し，それらの特徴点と

基本表情（驚き，恐怖，嫌悪，怒り，幸福，悲しみ）をも

つ 3D 顔モデルの特徴点との類似度を算出し，当該顔画像

を構成する各表情の割合を推定する． 

2.   既存研究 

	 伊藤ら (2007) は，顔画像から感情マップによる大まか

な表情訓練画像の生成だけではなく，顔表情の Action Unit 

(AU) を抽出し当該画像から訓練対象の表情を詳細に設定

可能な表情訓練システムを開発した[5]．このシステムでは，

生成した表情を元にカメラで撮影された顔画像から特徴点

を抽出し，現状の表情と訓練表情との特徴点の誤差をグラ

フ化し可視化を行っている．しかし，この手法では事前に

利用者の表情画像を登録する必要があり，表情表出が困難

な障害者の利用は難しい．提案システムでは，取得した顔

画像を元に 3D 顔モデルを変形するため，登録が不要であ

り当該画像の表情を反映するので訓練表情を生成する必要

もない． 
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分については誤差が大きいことが確認された．これは，重

回帰分析の算出過程で正解とは異なる他の表情との組み合

わせがより誤差が小さくなっているものと考えられる．  

5.   おわりに 

	 本研究では，3D顔モデルを基準に利用した表情表出訓練

システムの開発を行った．本研究で顔画像を基に基本表情

を線形結合した 3D 顔モデルによる各表情の割合推定を行

うことができた．今後は，推定方法を改善し，推定精度の

向上を行っていく．また，演劇・舞台役者や障害者に実際

に使用してもらいシステムの精度向上や改善を行っていく． 
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表 1 : 表情割合の推定結果とその誤差 
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